

























































































































































































































上げ が灌頂付法であ かは確実ではない。この中、近江阿闍梨隆盛は、年代的に大伝法院流血脈に隆海―覚尋―定尊（定尋）―隆盛と見える隆盛とは別人であろう。こ 近江阿闍梨隆盛についても不明である。また成隆・隆海の兄弟である昌隆の子の成覚・隆恵、及び昌隆の孫で親家の子 る覚昭については確認できなかった 上乗房阿闍梨静聖は理性院賢覚（一〇八〇～一一五六）付法の賢信（一一一八～一一八七）のことである。
四、少納言僧都覚尋

































隆海付法の裏書に重なるが、この中の勝覚は裏書の勝寛のことであろう（ だしどちらの名が正しいかは判断しが い） 。
ところで年未詳十二月二十三日付けの八条院の令旨によれば、覚皇院・菩提心院を密厳院の如く大伝法院の別院と




























































法眼となってお 建暦二年の頃には仁和寺別当になっていたことが知られる。建保二年に道法が入滅し、建保七年正月に仁和寺第八世光台院御室道助法親王（一一九五～一二四九）が綱所を賜り、総法務に任ぜられて（御室となって）以降は、別当を辞していることも考えられよう。また『光台院御室伝』には建暦二年正月高野御参詣の吉書の記事に覚教法印が別当とされるが、道助伝 中なので、建保 （一二一四）年の誤りであろうか。とすれば成海が別当を辞したのはそれ以前ということになろうか。ただしこ 当時別当は複数 ようであり、成海と覚教が同時に別当であった可能性もあろう。
一方で仁和寺第四世高野御室覚法法親王（一〇九一～一一五三） 付法の一人である権大僧都仁証法印（一一一三












見られるが、道法の下で仁和寺別当を勤めた成海の名は見られない。今まで諸記録の中で、管見の範囲、成遍と成海が同時に見られる史料は見いだせていない。若し と成遍が同一人であるとすれば、成海は久安二年（一一四六）の生れで、 仁隆より二つ年 の弟ということになろう。またその法脈は覚法―仁証―成遍（成海）というものとなり、仁隆 師の公賢同様に守覚から直接ではなく、その一代前の覚法の弟子から灌頂受法していることになるが、どうであろうか。
六、亮法印覚瑜
また成海の子（真弟子）である真光院本願の亮法印覚瑜少僧都（一一八六～一二二九～）は、 承久三年（一二二一）
























































































































































ことが分からないので、尋海からの受法 しても、何時、何処で受法したのか、などは不明である。どちらにしても覚瑜が大伝法院座主に補任されていることは確かであって、それは隆海の一族（家隆流）出身であったからと言えようし、尋海から大伝法院流を受法し から大伝法院座主になったのか、大伝法院座主に補任されたことにより、座主相承と て受法したのかも判断しかねるが、ただ他の座主からすれば、必ずしも大伝法院流が座主相承の条件になっていたとも言えないので、 職同様 法流相承も隆海・覚尋の一族だったからと考えておきたい。
七、少将法印金胎房教禅
第十九代大伝法院座主・仁和寺真光院二世・少将法印金胎房教禅（一一九二（又は一一九三）～一二六三？）は真





































































































































































































身でしかない覚鑁の開いた大伝法院の座主職を上級貴族出身者が占めたのは隆海によるものであった。その後、家隆一門（隆海一族）の僧が大伝法院座主職を襲い、更には三河僧正行遍・忍辱山弁僧正定豪・真光院大僧正禅助など東寺長者となった僧が大伝法院座主となる重 となった。隆海一族出身者は東寺一長者になってはいないが（仁隆が三長者になっている） 、守 法親王を中心とした歴代御室との関係の中で、仁和寺僧として活躍し いる。覚鑁にせよ兼海にせよ、いくら上皇・女院の帰依 篤くしたとしても それだけでは大伝法院座主職がそれ程の重職となることはないであろう。隆海が座主となり、その一族に相伝したことは、御室の配下における上級貴族出身の有力な僧が伝法院座主となる契機 と言え、そのことが高野山上における御室の代理者としての大伝法院座主という存在を、実質的に成立させるものとなったのではないだろうか。そ 意味において、隆海の座主補任の意味は大きかったのではないかと考えられ う。註
（1）大半の血脈において兼海の付法には隆海一人しか記録されないが『高野山先哲灌頂記録』には「院主上人兼海（上法房 真誉闍梨入壇の資。理性房、之れに重受す」とされる兼海の付法として、法印隆海と共 上人円意（大法房）とある（ 『高野山先哲灌頂記録』 『続真言宗全書』第四一号一一頁下） 。この大法房円意は西行法師大本房円位（一一一八～一一九〇）のことと考えられるが、これについては拙論「西行と大伝法院・仁和寺」 『広川堯敏先生古稀記念論文集』 （平成
26年予定）を参照されたい。











（5）『真言宗全書』第三九巻四三二頁下―四三三 下。（6）『諸流灌頂秘蔵鈔 『真言宗全書』第二七巻 五一頁下。（7）『諸流灌頂秘蔵鈔』 『 七巻三五七（8）『諸流灌頂秘蔵鈔』 『真言宗全書』第二七巻三 八頁上。（9）『諸流灌頂秘蔵鈔』 『真言宗全書』第二七巻三五八頁下。（10）「本朝伝法潅 師資相承血脈」 大日本古文書』家わけ第十九「醍醐寺文書之一」三八一―三八三頁。（11）『仁和寺諸院家記 群書類従本） 群書類従 第四輯六 八頁上。 （心蓮院本） 『仁和寺史料』 「寺誌編」一・一五四―一五五頁。（12）『新訂増補国史大系』
61『尊卑分脈』第一篇四〇八頁。




給ふ所なり。彼の仏供人供用途の料は当庄を以て永代を限り寄進せ令め給ふに擬せらるの間、他界へ遷化せ令め給ふの刻、八条院、故女院仰せ置き 旨に任せて御首を渡せ奉被れ、且く庁御下文を成し、寄進せ令め給ひ已畢ぬ」とあり、建久四（一一九三）年「八条院庁御下文」 （ 『根来要書』 『興教大師伝記史料全集』 「史料」九三八―九三九頁）には「八条院御相伝の後、美福門院の御素懷に依て永く当山へ寄進せ被れ已畢ぬ」とあって 美福門院薨去の後に遺言によって八条院の寄進したことが見られる。また 治元年（一一四一）八月四日付け 太政官符「永治官符香登高田事」 （ 『根来要書』 『興教大師伝記史料全集』 「史料」八八八―八 九頁）には香登・高田二庄の国役を免ぜしめる事が沙汰されているが、 美福門院の薨去は永暦元年（一一六〇）十一月二十三日 で り、ここには「無品暲子内親王御領二箇所事」とあることから、こ 官符は永治元年ではなく、永暦二年（九月に改元して応保元年）のも ではないか。（18）『興教大師伝記史料全集』 「伝記」一九頁・三五頁。（19）『大日本仏教全書』第一冊一六八 上。（20）『御質抄』 ・末『続群書類従』第二五輯下「釈家部」六三頁上―一〇五頁上。（21）『真俗雑記問答鈔』第十九巻『真言宗全書』第三七巻三三 頁上（22）『高野山先哲灌頂記録 には隆海付法を二度出し、一度は静聖を除く 人、二度目は「付法七人 といいながら静聖・成覚・覚盛・静雅を除く六人となっている（ 『続真言宗全書』第四一巻 一頁下。一二頁上） 。（23）『野沢血脈集』 『真言宗全書 三 四三四頁上。（24）醍醐寺所蔵「大伝法院座主補任次第」坂本正仁 醍醐寺所蔵大伝法院関係諸職の補任次第について――紹介と翻刻――」 『豊山教学大会紀要 第
16号（昭和
63年） 。また「大伝法院座主補任次第」 『続群書類従』第四輯下・









（28）『血脈類集記』 『真言宗全書』第三九巻一三六頁下。（29）築島裕「醍醐寺蔵本「伝法潅頂師資相承血脈」 」 『醍醐寺文化財研究所研究紀要』第１号（昭和
53
年） 。





握以降、地方においても平家郎党による荘園への押妨があったのであろう。（35）『血脈類集記』 『真言宗全書』第 九巻一七六頁上― 。（36）『高野山先哲灌頂記録』 『続真言宗全書』第四一巻一二頁（37）風間弘盛「教禅（覚禅） つ 」 『真言宗豊山派総合研究院紀要』第
18号（平成
25年３月）は『伝灯広録』に「北













（46）『血脈類集記』 『真言宗全書』第三九巻一七五頁下。（47）『血脈類集記』 『真言宗全書』第三九巻一三四頁下。（48）『血脈類集記』 『真言宗全書』第三九巻一〇 頁上。（49）『尊卑分 』 『新訂増補国史大系
60『尊卑分脈』第三篇四七四―四七五頁。











































（68）『血脈類集記』 『真言宗全書』第三九巻一九四頁下。（69）『仁和寺史料』 「寺誌編」一・二七二頁。（70）『新訂増補国 大系』
58『尊卑分脈』第一篇三七九―三八〇頁。



































18年） に隆海撰 『御質抄』 に 「長
者入室弟子一人、舎利守料なり」とあるに拠る（ 『御質抄』本『続群書類従』第二五輯下「釈家部」六四頁下） 。（88）『血脈類集記』 『真言宗全書』第三九巻一六〇頁下。（89）『新訂増補国史大系』
60『尊卑分脈』第三篇五二五頁。
（90）『仁和寺史料』 「寺誌編」一・二四一―二四二頁、 『真言宗全書』第三九巻一三〇頁下。
三〇
